







































































































5 名ずつ、計 10 名とした。韓国人日本語学習者と日本語母語話者ともに 20 代前半であり、
韓国人日本語学習者は日本語能力試験 N1 取得者に限定した。調査は、韓国人日本語学習
者は韓国で、日本語母語話者は日本で実施した。本調査で話し手となる協力者の日本語母
語話者は 2 名であり、韓国での調査で 1 名、日本での調査で 1 名である。協力者は 2 名と
もに対象者よりも年上であるが、協力者 2 名の年齢に大きな差はない。また、対象者と協
力者は、調査時が初対面である。以上より、韓国人日本語学習者が 5 会話、日本語母語話







 分析対象となるデータは、調査で得られた 30 分の会話のうち、前後を除いた 10 分間で


















る。まず、あいづち表現の実数と割合を、K と J で比較する。以下に表 1 を示す。 
 
表 1 韓国人日本語学習者と日本語母語話者に現れたあいづち表現の頻度と割合 
 K J 
感声的表現 195(88.2%) 90(45.5%) 
概念的表現 26(11.8%) 108(54.5%) 
合計 221(100%) 198(100%) 
 
表 1 で示したように、K は感声的表現が 88.2%、概念的表現が 11.8%と感声的表現の割
合が高いのに対し、J は感声的表現が 45.5%、概念的表現が 54.5%と概念的表現の割合が
高いことが明らかになった。そこで、K に多く現れた感声的表現のあいづちの系および J
に多く現れた概念的表現のあいづちの系を比較する。以下に、それぞれの実数および割合
を見るための表 2、表 3 を示す。 
 
表2 感声的表現のあいづちの系の種類と割合
 K J 
「あ」系 26(13.3%) 14(15.6%) 
「うん」系 23(11.8%) 40(44.4%) 
「え」系 3(1.5%) 0(0.0%) 
「お」系 0(0.0%) 0(0.0%) 
「はい」系 143(73.4%) 32(35.6%) 
「ふーん」系 0(0.0%) 0(0.0%) 
「へー」系 0(0.0%) 4(4.4%) 
「ほー」系 0(0.0%) 0(0.0%) 
「まあ」系 0(0.0%) 0(0.0%) 
計 195(100%) 90(100%) 
 
表3 概念的表現のあいづちの系の種類と割合 
 K J 
「すごい」系 0(0.0%) 0(0.0%) 
「本当」系 0(0.0%) 1(0.9%) 
「いや」系 0(0.0%) 0(0.0%) 
「いい」系 0(0.0%) 0(0.0%) 
繰り返し系 5(19.2%) 1(0.9%) 
「そう」系 21(80.8%) 106(98.2%) 
文末系 0(0.0%) 0(0.0%) 




表 2 および表 3 で示したように、K に最も多く現れた感声的表現のあいづちの系は「は
い」系で 73.3%であった。また、J の場合、最も多く現れた概念的表現のあいづちの系は
























なぜか。」について、結果と考察を述べる。まず、K と J のうなずきの種類と頻度および
割合を比較し、以下の表 4、図 1 に示す。 
 
表 4 K と J に現れたうなずきの種類と頻度および割合 
 K J 
大きいうなずき 388(43.3%) 412(91.8%) 
小さいうなずき 509(56.7%) 37(8.2%) 

















表 4 および図 1 で示したように、K と J に現れたうなずきの実数は、K の方が多かった。




以下では、なぜ K は小さいうなずきを使用する傾向にあるのか、考察する。 












違いがあるか。」について、結果と考察を述べる。まず、K と J のあいづちとうなずきと
の関係を比較した頻度および割合を表 5 および図 2 に示す。 
 
表 5  K と J に現れたあいづちとうなずきとの関係を示した頻度と割合 
 K J 
あいづちと共起する 290(32.3%) 269(59.9%) 
あいづちと共起しない 607(67.7%) 180(40.1%) 
計 897(100%) 449(100%) 
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